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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】下位業務に対する担当者が変更された場合、現
在の基準で担当者に指定されている適したユーザに該当
下位業務に対する報知やメッセージを出力する業務処理
方法及び装置を提供する。
【解決手段】統合業務支援システムにおいて、業務処理
装置は、一つ以上の仕事を示し、メモリ及びメモリと電
気的に連結されたプロセッサを含む。プロセッサは、１
人以上のユーザが参与し、業務日程の開始日と締切日の
うち１つ以上に対する情報を含み、業務日程内に遂行さ
れる１つ以上の仕事の内容を含む循環的業務処理客体を
業務生成者の要請によって生成し、業務生成者の指定に
より、ユーザのうち第１ユーザを循環的業務処理客体の
担当者に設定し、第１ユーザが担当者として担当した１
つの仕事が完了すると、ユーザのうち他の仕事を担当す
るように指定された第２ユーザに担当者を変更し、仕事
別の担当者の情報を循環的業務処理客体に保存する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上の仕事を示し、メモリ及び前記メモリと電気的に連結されたプロセッサを含む
業務処理装置において、
　前記プロセッサは、
　１人以上のユーザが参与し、業務日程の開始日と締切日のうち１つ以上に対する情報を
含み、前記業務日程内に遂行される１つ以上の前記仕事の内容を含む循環的業務処理客体
を業務生成者の要請によって生成し、
　前記業務生成者の指定により、前記ユーザのうち第１ユーザを前記循環的業務処理客体
の担当者に設定し、前記第１ユーザが前記担当者として担当した１つの仕事が完了すると
、前記ユーザのうち他の仕事を担当するように指定された第２ユーザに前記担当者を変更
し、
　仕事別の前記担当者の情報を前記循環的業務処理客体に保存する、ことを特徴とする業
務処理装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、
　前記担当者が前記循環的業務処理客体の前記担当者に指定された期間の間、前記循環的
業務処理客体と関連して発生する報知信号を前記担当者に送信する、ことを特徴とする請
求項１に記載の業務処理装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、
　１人以上の前記ユーザが参与し、前記循環的業務処理客体と関連するチャットルームを
生成し、
　前記報知信号を前記チャットルームを介して送信する、ことを特徴とする請求項２に記
載の業務処理装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、
　１人以上の前記ユーザが参与するチャットルームを生成し、
　ここで、前記チャットルームは、前記循環的業務処理客体と別に生成され、前記循環的
業務処理客体は、前記チャットルーム内でチャットメッセージとして送信される、ことを
特徴とする請求項２に記載の業務処理装置。
【請求項５】
　前記チャットルーム内で前記循環的業務処理客体が送信された以降に発生した前記報知
信号は、前記チャットルームを介して送信される、ことを特徴とする請求項４に記載の業
務処理装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、
　前記循環的業務処理客体が前記チャットルームを介してチャットメッセージの１つに送
信される場合、
　前記チャットルームに参与する前記ユーザは、前記循環的業務処理客体にも参与する、
ことを特徴とする請求項５に記載の業務処理装置。
【請求項７】
　前記プロセッサは、
　前記第１ユーザが担当した前記仕事が完了すると、前記第１ユーザから前記仕事の完了
を知らせるか、前記担当者の変更を要請するユーザ信号を入力され、前記ユーザ信号に相
応し、前記循環的業務処理客体の前記担当者を前記第２ユーザに変更する、ことを特徴と
する請求項１に記載の業務処理装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは、
　前記担当者に指定されることができる１人以上の前記ユーザに対するユーザ情報を保存
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し、前記業務生成者又は前記ユーザのうち１人以上が前記担当者を指定する際に前記ユー
ザ情報を提供する、ことを特徴とする請求項１に記載の業務処理装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記ユーザが前記担当者に指定されている状態であるか、又は前記循環的業務処理客体
に参与中であるか否かに応じて、前記ユーザが前記仕事又は前記循環的業務処理客体への
アクセス権限を決定する、ことを特徴とする請求項１に記載の業務処理装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、
　前記第１ユーザが前記担当者に指定された以降に、前記業務生成者が前記循環的業務処
理客体の前記担当者に指定されると、前記循環的業務処理客体の前記業務日程を終了する
、ことを特徴とする請求項１に記載の業務処理装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　前記第１ユーザ及び前記第２ユーザを前記担当者に指定した後、
　前記第２ユーザが担当する前記仕事が開始される前に第３ユーザを担当者に指定するユ
ーザ信号を前記業務生成者から受信する場合、前記第２ユーザに先だって前記第３ユーザ
を前記循環的業務処理客体の前記担当者に指定する、ことを特徴とする請求項１に記載の
業務処理装置。
【請求項１２】
　１つ以上の仕事を示し、メモリ及び前記メモリと電気的に連結されたプロセッサを含む
業務処理装置において、
　前記プロセッサは、
　１人以上のユーザが参与し、業務日程の開始日と締切日のうち１つ以上に対する情報を
含み、前記業務日程内に遂行される１つ以上の前記仕事の内容を含む循環的業務処理客体
を業務生成者の要請によって生成し、
　前記業務生成者の指定により前記ユーザのうち第１ユーザを前記循環的業務処理客体の
担当者に設定し、前記第１ユーザが前記担当者として担当した１つの前記仕事が完了する
と、前記ユーザのうち他の前記仕事を担当するように指定された第２ユーザに前記担当者
を変更し、
　前記担当者が前記循環的業務処理客体の前記担当者に指定された期間の間、前記循環的
業務処理客体と関連して発生する報知信号を前記担当者に送信する、ことを特徴とする業
務処理装置。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、業務処理技術に係り、より詳しくは、業務参与者グループを形成する２人以上
のユーザが細部業務を担当して処理する業務処理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
本発明は、２人以上の担当者が関与する業務処理等に関する技術であって、より詳細には
、本発明は、担当者別の業務処理、業務確認、及び担当者変更の機能が提供される業務シ
ステムに関する。
【０００３】
また、本発明は、下位業務の進行に応じて担当者を変更することができる業務管理システ
ムを提供する技術に関する。
【０００４】
特許文献１の統合業務支援システムの発明は、マルチブラウジングをサポートする統合業
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務支援システムを開示する。
【０００５】
特許文献２は、個人別業務処理現況を電算化された情報で提供できる業務管理システムを
開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】大韓民国登録特許第１２６３５９０号号公報
【特許文献２】大韓民国特許出願第２０１０－００６８００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明の一実施例によれば、下位業務に対する担当者が変更された場合、現在の基準で担
当者に指定されている、適したユーザに該当下位業務に対する報知やメッセージを提供す
ることができる技術を提供する。
本発明の実施例によれば、該当循環的業務処理客体専用のユーザコミュニケーションチャ
ネルが提供される業務処理方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
実施例の中、一つ以上の仕事を示し、メモリ及び前記メモリと電気的に連結されたプロセ
ッサを含む業務処理装置において、前記プロセッサは、１つ以上のユーザが参与し、業務
日程の開始日と締切日のうち１つ以上に対する情報を含み、前記業務日程内に遂行される
１つ以上の前記仕事の内容を含む循環的業務処理客体を業務生成者の要請によって生成し
、前記業務生成者の指定により、前記ユーザのうち第１ユーザを前記循環的業務処理客体
の担当者に設定し、前記第１ユーザが前記担当者として担当した１つの仕事が完了すると
、前記ユーザのうち他の仕事を担当するように指定された第２ユーザに前記担当者を変更
し、仕事別の前記担当者の情報を前記循環的業務処理客体に保存する業務処理装置が提供
される。
【０００９】
また、実施例の中、１つ以上の仕事を示し、メモリ及び前記メモリと電気的に連結された
プロセッサにより遂行される業務処理方法において、１つ以上のユーザが参与し、業務日
程の開始日と締切日に対する情報を含み、前記業務日程内に遂行される１つ以上の前記仕
事の内容を含む前記循環的業務処理客体を業務生成者の要請によって生成するステップと
、前記業務生成者の指定により前記ユーザのうち第１ユーザを前記循環的業務処理客体の
担当者に設定し、前記第１ユーザが担当した仕事が完了すると、前記ユーザのうち指定さ
れた第２ユーザに前記担当者を変更するステップと、仕事別の前記担当者の情報を前記循
環的業務処理客体に保存するステップとを含む業務処理方法が提供される。
【発明の効果】
【００１０】
開示する技術は次の効果を有することができる。但し、特定の実施例が次の効果を全て含
むか、又は次の効果のみを含むという意味ではないので、開示する技術の権利範囲は、こ
れによって制限されるものと理解されてはならない。
【００１１】
本発明は、共有ファイル又は共有フォルダーを通じて２人以上のユーザが業務に共同で関
与する場合、或いは数人の担当者が１つの上位業務の処理のために２以上の下位業務を処
理する場合、１つの下位業務の処理後、確認に続いて連続して次の業務を進めることがで
きる。特に、本発明の実施例によれば、２人以上のユーザが２以上の下位業務を１つの客
体内で処理と決裁を繰り返して進めることができる。また、下位業務が全て処理され、最
初の指示者が呼び出されると、下位業務を含む上位業務が最終的に完了したものと判断し
、業務の進行を終了することもできる。
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【００１２】
また、本発明の実施例によれば、下位業務に対する担当者が変更される場合、現在の基準
で担当者に指定されている、適したユーザに該当下位業務に対する報知やメッセージを提
供することができる。
【００１３】
本発明の実施例で、下位業務は仕事と称してもよく、担当者が変更される種々の仕事を含
む客体は、循環的業務処理客体と称してもよい。
【００１４】
また、本発明の実施例で、循環的業務処理客体は、関連したチャットルーム生成すること
ができ、該当循環的業務処理客体と関連した報知やメッセージは、該当チャットルームを
介して送信することができる。即ち、本発明の実施例では、該当循環的業務処理客体専用
のユーザコミュニケーションチャネルが提供される。
【００１５】
また、循環的業務処理客体は、２以上の仕事や担当者情報等を含めて１つの客体に圧縮さ
れたものであるので、チャットルーム内の１つのチャットメッセージとして送信が可能で
ある。本発明の実施例によれば、チャットルームを介してチャットメッセージと循環的業
務処理客体と関連した各種の報知が累積される場合、累積した未読数を算出してユーザに
提供できる。
【００１６】
また、本発明の実施例では、循環的業務処理客体を介した仕事の処理、処理された仕事の
確認や評価、フィードバック等を入力したり出力するユーザインターフェースを提供する
ことによって、ユーザの業務現況の把握にも便宜を提供することができる。
【００１７】
また、本発明では、業務が担当者のグループ内で循環した後、最初の業務生成者に再回収
又は復帰される構造を有するので、該当業務に対する後続処理や評価が、遅滞なく入力で
きるようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施例による統合業務支援システムを示す図である。
【図２】本発明の一実施例による業務処理装置のブロック構成図である。
【図３】本発明の一実施例による業務処理装置内のプロセッサのブロック構成図である。
【図４】本発明の一実施例による業務処理方法を示すフローチャートである。
【図５】本発明の別の実施例による業務処理方法を示す信号のフローチャートである。
【図６】本発明の実施例による業務処理装置が含まれた統合業務支援システムで遂行され
る業務処理方法を示す信号のフローチャートである。
【図７】本発明の実施例に係り、チャットルームを介して提供された循環的業務処理客体
を例示した図である。
【図８】本発明の実施例に係り、チャットルームを介して提供された循環的業務処理客体
を例示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
本発明に関する説明は、構造的又は機能的説明のための実施例に過ぎないので、本発明の
権利範囲は、本文に説明する実施例により制限されるものと解釈されてはならない。即ち
、実施例は、様々な変更が可能であり、様々な形態を有し得るので、本発明の権利範囲は
、技術的思想を実現することができる均等物を含むものと理解されるべきである。また、
本発明で提示する目的又は効果は、特定の実施例がこれを全て含むか、又はそのような効
果のみを含むという意味ではないので、本発明の権利範囲は、これによって制限されるも
のと理解されてはならない。
【００２０】
一方、本出願で叙述されている用語の意味は、次のように理解されるべきである。
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【００２１】
「第１」、「第２」などの用語は、一つの構成要素を他の構成要素から区別するためのも
のであって、これらの用語により権利範囲が限定されてはならない。例えば、第１構成要
素は第２構成要素と名付けられてもよく、同様に第２構成要素も第１構成要素と名付けら
れてもよい。
【００２２】
ある構成要素が他の構成要素に「連結されて」いると言及する際には、その他の構成要素
に直接的に連結されていてもよいが、中間に他の構成要素が存在してもよいと理解される
べきである。反面、ある構成要素が他の構成要素に「直接連結されて」いると言及する際
には、中間に他の構成要素が存在しないと理解されるべきである。一方、構成要素間の関
係を説明する他の表現、即ち「～間に」と「直ぐに～間に」又は「～に隣り合う」と「～
に直接隣り合う」なども同様に解釈されるべきである。
【００２３】
単数の表現は、文脈上明らかに異なる意味ではない限り、複数の表現を含むものと理解さ
れるべきであり、「含む」又は「有する」等の用語は、実施された特徴、数字、段階、動
作、構成要素、部品、又はこれらを組み合わせたものが存在するということを指定しよう
とするものであり、一つ又はそれ以上の異なる特徴や数字、段階、動作、構成要素、部品
、又はこれらを組み合わせたものの存在又は付加の可能性を予め排除しないものと理解さ
れるべきである。
【００２４】
各ステップにおいて、識別符号（例えば、ａ、ｂ、ｃ等）は、説明の便宜のために使用す
るものであって、識別符号は各段階の順序を説明するものではなく、各ステップは文脈上
明らかに特定の順序を記載していない以上、明記された順序と異なって生じ得る。即ち、
各ステップは、明記された順序と同一に生じることもあり、実質的に同時に行われること
もあり、逆の順序通りに行われることもある。
【００２５】
本発明は、コンピュータが読み取ることができる記録媒体にコンピュータが読み取ること
ができるコードとして実現化されることができ、コンピュータが読み取ることができる記
録媒体は、コンピュータシステムによって読み取られるデータが保存される全ての種類の
記録装置を含む。コンピュータが読み取ることができる記録媒体の例としては、ＲＯＭ、
ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピーディスク、光データ保存装置等がある。
また、コンピュータの読み取ることができる記録媒体は、ネットワークで連結されたコン
ピュータシステムに分散され、分散方式でコンピュータの読み取ることができるコードが
保存されて実行できる。
【００２６】
ここで使用する全ての用語は、特に定義しない限り、本発明が属する分野で通常の知識を
有する者によって一般的に理解されるものと同一の意味を有する。一般的に使用される辞
書に定義されている用語は、関連技術の文脈上有する意味と一致するものと解釈されなけ
ればならず、本出願で明らかに定義しない限り、理想的又は過度に形式的な意味を有する
ものと解釈されることはできない。
【００２７】
図１は、本発明の一実施例による統合業務支援システム１００を示す図である。
【００２８】
図１を参照すると、統合業務支援システム１００は、業務処理装置１１０及び１つ以上の
ユーザ端末１２０を含む。
【００２９】
業務処理装置１１０は、メモリ及び該当メモリと電気的に連結されたプロセッサを含み、
少なくとも１つのユーザ端末１２０とネットワークを介して連結できるコンピューティン
グ装置に該当する。一実施例で、業務処理装置１１０は、ユーザ端末１２０と関連したユ
ーザが構成員として含まれる少なくとも１つの構成員グループを管理することができる。
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【００３０】
ここで、ユーザには、１つ以上の業務生成者、１つの業務に含まれる１つ以上の下位業務
、即ち、仕事を担当する担当者、並びにそれ以外のユーザが含まれ得る。本発明の実施例
で、業務生成者、担当者、及び該当業務に対する関連性又はアクセス権限等を有するユー
ザを全て含めて業務参与者と称し得る。
【００３１】
即ち、業務生成者の端末１２０ａに相応する業務生成者と、担当者の端末１２０ｂ、１２
０ｃに相応する担当者と、その他のユーザとは、業務処理装置１１０に共同又は同時に接
続して業務を指示するか、業務に対する指示を受領するか、業務を遂行する業務参与者で
あり得る。また、この過程で、業務参与者のうち誰かが共有フォルダーにファイルを共有
する場合、業務参与者は本人が持つ権限の範囲内で、共有フォルダーと共有ファイルを共
有することができる。
【００３２】
そして、ユーザ端末１２０には、業務生成者のユーザ端末である業務生成者の端末１２０
ａ、担当者のユーザ端末である担当者の端末１２０ｂ、１２０ｃ、並びにその他のユーザ
又は業務関連者等のユーザ端末１２０ｄ等が含まれ得る。
【００３３】
一実施例で、業務処理装置１１０は、ユーザ端末１２０に設置された共有フォルダーのエ
ージェントを介してユーザ端末１２０と連結されることができ、ここで、共有フォルダー
のエージェントは、ユーザ端末１２０に設置されると、ユーザ端末１２０の承認下でユー
ザ端末１２０と業務処理装置１１０とが相互連動されるようにすることができるソフトウ
ェアであるエージェントプログラムに該当する。
【００３４】
ユーザ端末１２０は、業務処理装置１１０とネットワークを介して連結されることができ
るコンピューティング装置に該当し、例えば、デスクトップ、ノートパソコン、タブレッ
トＰＣ、又はスマートフォン等で実現化されたユーザ端末であり得る。
【００３５】
一実施例で、業務指示者の端末１２０ａはモバイル端末であってもよく、業務処理装置１
１０とセルラー通信又はワイファイ通信を介して連結できる。別の一実施例で、業務処理
者の端末１２０ｂ、１２０ｃは、デスクトップ又はラップトップコンピュータであっても
よく、業務処理装置１１０とインターネットを介して連結できる。
【００３６】
図２は、本発明の一実施例による業務処理装置１１０のブロック構成図である。
【００３７】
図２を参照すると、業務処理装置１１０は、プロセッサ２１０、メモリ２２０、ユーザ入
出力部２３０、及びネットワーク入出力部２４０を含むことができる。
【００３８】
プロセッサ２１０は、本発明の実施例による循環的業務処理プロシージャを実行すること
ができ、このような過程で読み取られるか作成されたものをメモリ２２０により管理する
ことができ、メモリ２２０にある揮発性メモリと不揮発性メモリとの間の同期化時間をス
ケジューリングすることができる。
【００３９】
プロセッサ２１０は、業務処理装置１１０の動作全般を制御することができ、メモリ２２
０、ユーザ入出力部２３０、及びネットワーク入出力部２４０と電気的に連結され、これ
ら間のデータの流れを制御することができる。プロセッサ２１０は、業務処理装置１１０
のＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）で実現化されることがで
きる。プロセッサ２１０のより具体的な動作内容については、以降の図３を参照として詳
細に説明する。
【００４０】
メモリ２２０は、ＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｉｓｋ）又はＨＤＤ（Ｈａｒｄ　
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Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）のような不揮発性メモリで実現化され、業務処理装置１１０に必
要なデータ全般を保存するのに使用される補助記憶装置を含むことができ、ＲＡＭ（Ｒａ
ｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）のような揮発性メモリで実現化された主記憶装
置を含むことができる。このように、メモリ２２０は揮発性及び不揮発性メモリで実現化
されることができ、もし、不揮発性メモリで実現化されると、ハイパーリンクを介して連
結されるように実現化されることができる。
【００４１】
ユーザ入出力部２３０は、各種ユーザの信号が入力されるか、受信するための環境、及び
ユーザに特定の信号又は情報を出力するための環境を含む。例えば、マウス、トラックボ
ール、タッチパッド、グラフィックタブレット、スキャナー、タッチスクリーン、キーボ
ード、又はポインティング装置のようなアダプタを含む入力装置及びモニター又はタッチ
スクリーンのようなアダプタを含む出力装置を含むことができる。
【００４２】
一実施例で、ユーザ入出力部２３０は、遠隔接続を介して接続されるコンピューティング
装置に該当し得、そのような場合、業務処理装置１１０はサーバとしての役割を行うこと
ができる。
【００４３】
ネットワーク入出力部２４０は、ネットワークを介してユーザ端末１２０と連結するため
の環境を含む。例えば、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）通信のための
アダプタを含むことができる。ユーザ端末１２０から通信ネットワークを介してユーザ信
号が入力される場合、該当ユーザ信号は、ネットワーク入出力部２４０を介して業務処理
装置１１０に入力され得る。
【００４４】
図３は、本発明の一実施例による業務処理装置１１０内のプロセッサ２１０のブロック構
成図である。
【００４５】
本発明の実施例による業務処理装置１１０のプロセッサ２１０は、業務管理情報処理部３
１０、業務日程生成部３２０、仕事管理部３３０、及び循環的業務処理客体管理部３４０
を含むことができる。但し、本発明の実施例によるプロセッサ２１０が前記の構成部を同
時に全て含まなければならないのではなく、それぞれの実施例にかかり、前記の構成部の
うちの一部は省略されてもよく、前記の構成部のうちの全て又は一部を選択的に含んでも
よい。
【００４６】
まず、業務管理情報処理部３１０は、業務に参与するユーザ及び／又はユーザ端末１２０
に対する情報、業務生成と関連した情報が入力されて保存することができる。また、業務
日程や業務日程内に遂行される仕事に対する情報も、業務管理情報処理部３１０が保存で
きる。
【００４７】
そして、業務管理情報処理部３１０は、担当者に指定され得る１つ以上のユーザに対する
ユーザ情報を保存し、業務生成者又はユーザのうち１人以上が担当者を指定する際、ユー
ザ情報を提供することができる。
【００４８】
業務管理情報処理部３１０が管理するユーザ情報には、各ユーザ別権限の詳細内訳に対す
る情報が含まれ得る。即ち、担当者を含めて業務参与者に該当するユーザは、循環的業務
処理客体及び／又はこれに含まれたそれぞれの仕事に対して互いに異なる権限を有し得る
。
【００４９】
例えば、ユーザが担当者に指定されている状態であるか、又は担当者ではないが、循環的
業務処理客体に業務参与者として参与中であるか否か等に応じて、該当ユーザが仕事又は
循環的業務処理客体に対して持つアクセス、閲覧、修正、削除等に対する権限が決定でき
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る。一例として、担当者に指定されたユーザは、該当仕事に対して修正、削除、編集等の
権限を有し得るが、担当者以外の業務参与者は、該当仕事に対して閲覧の権限のみを有し
得る。また、担当者が指定したユーザは、例外として該当仕事に対する修正、編集等の権
限を有するように設定できる。
【００５０】
そして、循環的業務処理客体に対して権限を有するユーザであれば、循環的業務処理客体
に関連して生成されたチャットルームに対しては、同じ内容の権限を有し得る。
【００５１】
業務日程生成部３２０は、業務生成者の要請がある場合、業務生成者の要請に相応し、又
は業務日程の生成と関連して予め設定されているところに応じて、業務日程を生成するこ
とができる。但し、業務日程の生成は、前記で説明した業務生成者の要請又は業務生成に
関する設定と共に、業務日程の開始日及び／又は締切日のうち少なくとも１つに対する情
報に基づいて遂行されてもよい。即ち、業務日程の開始日と締切日が全て確定されてこそ
業務日程の生成が可能であるわけではなく、業務日程の開始日と締切日が全て確定された
場合はもちろん、２つのうち１つ以上が一時的に未確定の状態でも、業務日程は生成可能
である。
【００５２】
そして、業務日程生成部３２０は、業務生成者の端末１２０ａから業務内容、業務期間等
に対する情報がさらに入力されて業務日程を生成するか、修正、アップデートできる。
【００５３】
仕事管理部３３０は、業務日程に含まれる１つ以上の仕事に対する情報が入力されて保存
することができる。また、各仕事を担当する担当者に対する情報も入力されて保存するこ
とができる。
【００５４】
仕事管理部３３０は、業務日程内に遂行される仕事の名称と内容、該当仕事を担当する担
当者の情報が入力されて保存することができ、処理される仕事の順序と処理期限に対する
情報も入力されるか生成することができる。
【００５５】
また、仕事の順序による担当者のリストと、担当者の設定順序も算出して保存することが
できる。仕事の種類や名称、内容等は予め決定されることもあり、又は業務日程の進行と
共に、業務生成者等の権限のあるユーザにより後日追加、削除されるか、修正されること
もある。
【００５６】
例えば、仕事管理部３３０は、特定の業務日程内に３つの仕事が遂行されなければならな
い業務を処理するにあたって、３つの仕事、即ち、第１仕事、第２仕事、第３仕事に対す
る情報が予め入力されて保存することができる。また、仕事管理部３３０は、第１仕事を
担当する担当者は第１ユーザ、第２仕事を担当する担当者は第２ユーザ、第３仕事を担当
する担当者は第３ユーザに設定できる。
【００５７】
ここで、担当者は、業務生成者が業務日程の生成時に予め設定してもよく、業務日程の進
行に応じて、又は仕事の処理状況に応じて、業務生成者により後で指定されてもよい。ま
た、担当者は、業務生成者が指定してもよく、権限を有する他のユーザが指定してもよい
。例えば、現在の担当者が次の担当者を指定する方式で担当者が設定されることもある。
【００５８】
このような場合、業務生成者又は現在の担当者は、次の仕事の内容や現在の業務参与者の
業務処理現況等を考慮し、次の担当者を選択または指定できる。
【００５９】
そして、仕事管理部３３０は、第１仕事、第２仕事、第３仕事が処理される期間がそれぞ
れいつからいつまでであるかも予め設定できる。例えば、第１仕事の処理期間は２０２０
年１月１日から２０２０年１月３１日、第２仕事の処理期間は２０２０年２月１日から２
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０２０年２月２８日、第３仕事の処理期間は２０２０年３月１日から２０２０年３月３１
日までに設定できる。この場合、２０２０年１月１日から２０２０年１月３１日までは第
１ユーザが、２０２０年２月１日から２０２０年２月２８日までは第２ユーザが、２０２
０年３月１日から２０２０年３月３１日までは第３ユーザが担当者に設定される。
【００６０】
或いは、例えば、第１仕事の処理期間は、２０２０年１月１日から２０２０年１月３１日
以前まで、第２仕事の処理期間は、第１仕事の終了時から２０２０年２月２８日以前まで
、第３仕事の処理期間は、第２仕事の終了時から２０２０年３月３１日以前まで等の様々
な方式で設定できる。
【００６１】
循環的業務処理客体管理部３４０は、業務参与者に含まれるユーザ情報、業務日程情報、
仕事情報、仕事別の担当者情報、処理された仕事の処理内訳に相応する業務結果物及び／
又は処理予定の仕事の業務指示内容等に対する情報を含めて、１つの客体にカプセル化さ
れた循環的業務処理客体を生成することができる。
【００６２】
即ち、本発明の実施例で、循環的業務処理客体とは、業務日程内に処理されるべきである
１つ以上の仕事を含み、該当仕事により指示された業務の処理結果、該当仕事の担当者情
報及び仕事の処理結果に対する担当者の決裁情報、確認情報等を全て含めて、１つの客体
にカプセル化された業務客体の一種であり得る。各仕事別の業務処理の結果物、該当仕事
の担当者情報及び仕事の処理結果に対する担当者の決裁情報、確認情報等は、循環的業務
処理客体に時間順で蓄積されることができる。
【００６３】
仕事の開始と進行、完了によって、１つの循環的業務処理客体内で２以上の仕事が連鎖的
に処理されることができ、各仕事には担当者が指定され、仕事の進行に応じて該当循環的
業務処理客体の担当者も変動される。また、２人以上の担当者を経て、即ち、ユーザグル
ープ内で担当が循環した後、初めて業務日程を生成した業務生成者に担当が回ってくると
、該当循環的業務処理客体は終了し得る。
【００６４】
本発明の一実施例で、業務日程が生成され、該当業務日程内に処理されるべきである２以
上の仕事が生成できる。また、該当仕事を含む循環的業務処理客体が生成できる。業務日
程が開始されることにより、仕事は順次に又は連鎖的に進行されるが、各仕事の担当者は
互いに異なって指定され得る。そして、各仕事の担当者が異なることにより、循環的業務
処理客体の担当者も順次に又は連鎖的に変動され得る。現在進行中の仕事の担当者が該当
循環的業務処理客体の担当者に指定されるためである。
【００６５】
担当者は、該当仕事を直接遂行するか、他のユーザに遂行するよう指示し、該当仕事が完
了するまで業務を進行して管理して責任を負うユーザを意味し得る。
【００６６】
業務日程が開始されることにより、循環的業務処理客体に含まれた一番目の仕事が開始さ
れて進行した後に完了すると、該当一番目の仕事の担当者により電子決裁等の方法で一番
目の仕事の完了が確認され、次に遂行される二番目の仕事が開始されながら、循環的業務
処理客体の担当者は、二番目の仕事の担当者に変更される。もちろん、一番目の仕事と二
番目の仕事の担当者が同一であれば、この場合、循環的業務処理客体の担当者は変更され
なくてもよい。
【００６７】
二番目の仕事の開始に従って、二番目の仕事が進行された後に完了すると、二番目の仕事
の担当者により電子決裁等の方法で二番目の仕事の完了が確認され、三番目の仕事が開始
できる。また、これによって、循環的業務処理客体の担当者は、三番目の仕事の担当者に
変更される。
【００６８】
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ここで、各仕事の電子決裁のためのユーザインターフェースが循環的業務処理客体を介し
て提供されることができる。このように、本発明の実施例による循環的業務処理客体は、
業務日程内に処理される１つ以上の仕事を含み、各仕事の進行状況を業務参与者に提供で
きる。また、本発明の実施例による循環的業務処理客体は、順次に進行される仕事の処理
結果、処理日程、仕事の処理や確認のためのユーザインターフェース、チャットルーム等
の業務参与者間のコミュニケーションの手段を提供できる。
【００６９】
業務日程内に処理される仕事が第１仕事、第２仕事、第３仕事として３つである場合を例
に挙げて説明する。この場合、該当業務日程に対して、業務生成者は循環的業務処理客体
の生成を要請することができる。業務日程が開始された後、第１仕事が進行中の間、該当
循環的業務処理客体の担当者は第１ユーザに設定される。また、第１仕事に相応する仕事
の内容に相応する業務処理が完了するまで第１仕事が進行される。
【００７０】
また、第１仕事が終了すると、第２仕事が開始され、第２仕事が開始されることにより、
該当循環的業務処理装置の担当者は第２ユーザに変更され得る。そして、第２仕事の終了
後に第３仕事が開始されると、循環的業務処理装置の担当者は第３ユーザに変更される。
【００７１】
第３仕事も処理が完了すると、該当循環的業務処理客体の担当者は再度業務生成者に変更
される。このように業務生成者を含む業務参与者内で担当者が循環した後に再度業務生成
者に循環的業務処理客体の担当が回ってくると、該当循環的業務処理客体は終了し得る。
【００７２】
ここで、最後の仕事の担当者は、次の担当者を業務生成者に設定できる。或いは、最後の
仕事の担当者が担当した仕事が正常に終了すると、自動で次の担当者は業務生成者に変更
されるように業務処理装置１１０に設定されることができる。
【００７３】
業務日程が進行され、仕事が処理されることにより、仕事の処理内容が蓄積され、担当者
も変更される。このようなアップデート内訳は、いずれも循環的業務処理客体に保存され
得る。
【００７４】
即ち、第１仕事の指示内容とこれに相応する処理内容、及び第１担当者が誰であるかに対
する情報、並びに第１仕事が完了した後に第２仕事、第３仕事が開始されて処理された後
、担当者が第２ユーザ及び第３ユーザに変更された各仕事別のアップデート内訳と仕事別
の担当者情報は、循環的業務処理客体に追加された後に再度カプセル化して１つの客体に
加工されることができる。
【００７５】
また、チャットルーム内で循環的業務処理客体が送信される場合、送信時点を基準に最も
最近にアップデートされたバージョンの循環的業務処理客体が送信され得る。
【００７６】
ここで、アップデートとは、各仕事の内容に相応し、循環的業務処理客体を介して共有さ
れるファイル客体を追加、修正、変更するか、編集するか、一部の内容を追加すること等
を含み得る。また、仕事別の担当者や業務日程に変動がある場合、このような部分を反映
して担当者情報や業務日程情報を修正することも、循環的業務処理客体のアップデートに
含まれ得る。
【００７７】
また、ファイル客体自体を追加するために、既存のファイル客体にまた別のファイル客体
を新たに生成してカプセル化すること、循環的業務処理客体を介して共有されるフォルダ
ー客体内に新たなファイル客体を生成して追加することなども、アップデートに該当し得
る。さらに、共有されたファイル客体及び／又はフォルダー客体に対する内容の追加、修
正、編集、変更、ノートの追加、補完等がすべて仕事の処理及び循環的業務処理客体に対
するアップデートに含まれ得る。
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【００７８】
図４は、本発明の一実施例による業務処理方法を示すフローチャートである。
【００７９】
業務処理装置１１０は、初期の設定又は業務生成者の要請等により循環的業務処理客体を
生成する（Ｓ４１０）。循環的業務処理客体の生成のために、業務日程の開始日や締切日
、業務に参与するユーザである業務参与者に対する情報、業務日程内に処理される仕事に
対する情報等が入力できる。
【００８０】
また、業務処理装置１１０は、循環的業務処理客体の担当者を設定し、仕事の変更に相応
して、担当者も変更することができる（Ｓ４２０）。仕事別の担当者は、業務生成者が一
時に又は順次に決定することもでき、各担当者が次の仕事に対する担当者を正当な権限に
基づいて選択、指定又は変更できる。
【００８１】
そして、業務処理装置１１０は、業務の進行に応じて、仕事の変更情報及び／又は担当者
情報、担当者変更履歴情報、担当者別の担当期間等に対する情報を循環的業務処理客体に
保存することができる（Ｓ４３０）。
【００８２】
図５は、本発明の別の実施例による業務処理方法を示すフローチャートである。
【００８３】
業務処理装置１１０は、業務日程の開始日又は締切日のうち１つ以上の情報に基づいて業
務日程を生成することができる（Ｓ５１０）。ここで、業務日程内に遂行される業務に参
与する業務参与者の情報も、業務日程等に反映され得る。即ち、それぞれの業務日程別に
業務参与者が異なって設定される場合、業務日程には業務参与者の情報がさらに含まれ得
る。
【００８４】
そして、業務処理装置１１０は、業務生成者等から業務日程内に処理されるべきである１
つ以上の仕事に対する情報を入力されることができる（Ｓ５２０）。仕事に対する情報に
は、それぞれの仕事の名称、仕事の内容、該当仕事の遂行に参与するユーザ、仕事の総責
任者である担当者、仕事の処理期限等に対する情報のうち１つ以上の情報が含まれ得る。
【００８５】
一実施例では、仕事の内容は業務生成者が入力できる。或いは、別の実施例では、次の仕
事の内容は、現在の仕事を担当した担当者が入力することもできる。即ち、業務生成者又
は業務参与者に含まれるユーザが担当者を指定する際、担当者を指定する者が次回の仕事
の内容を作成することができる。従って、業務処理装置１１０は、担当者を指定する業務
生成者又はユーザから、次回の担当者が遂行する仕事の内容を入力されることになる。
【００８６】
或いは、業務生成者が仕事の終了時毎に次の仕事の内容を作成し、該当仕事に対する担当
者を指定することもできる。若しくは、更に遂行された仕事の名称と内容のみ作成し、担
当者は変更しなくてもよい。
【００８７】
そして、業務処理装置１１０は、１つ以上の仕事を含む循環的業務処理客体を生成するこ
とができる（Ｓ５３０）。循環的業務処理客体は業務日程内に進行される業務、即ち、１
つ以上の仕事に対する処理者、担当者、業務生成者等を含む業務参与者情報、かつ仕事別
の処理期間や担当者情報等を含めて１つの客体にカプセル化される。
【００８８】
業務処理装置１１０は、仕事別の担当者情報に基づいて、１つ以上の仕事に対して担当者
を設定することができる（Ｓ５４０）。この場合、該当仕事の進行時期が到来すると、循
環的業務処理客体の担当者は、該当仕事の担当者に変更される。
【００８９】
また、現在進行中の仕事が完了する場合、次の仕事を担当する他のユーザに循環的業務処
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理客体の担当者が変更できる（Ｓ５５０）。
【００９０】
仕事の処理内容と仕事別の担当者情報、且つ仕事の進行に応じて、循環的業務処理客体の
担当者が変更設定された履歴情報等は、循環的業務処理客体に保存できる（Ｓ５６０）。
即ち、仕事の処理過程と処理結果が循環的業務処理客体に保存されるが、例えば、仕事別
の担当者情報と担当者別の仕事の処理結果、仕事の処理結果物としてのテキスト、音声、
イメージ、動画のような様々な形態のファイル客体やファイル経路等は、循環的業務処理
客体に保存でき、仕事の処理結果に対する担当者の確認又は決裁内訳もやはり循環的業務
処理客体に保存できる。
【００９１】
また、循環的業務処理客体は、該当アップデートされた情報をリアルタイムで追加して再
カプセル化できる。
【００９２】
図６は、本発明の実施例による業務処理装置１１０が含まれた統合業務支援システムで遂
行される業務処理方法を示す信号のフローチャートである。
【００９３】
業務生成者の端末１２０ａは、循環的業務処理装置の生成のために必要な情報を業務処理
装置１１０に入力できる（Ｓ６００）。循環的業務処理客体は、業務日程内で１つ以上の
業務参与者により処理される１つ以上の仕事を含むので、業務生成者の端末１２０ａが入
力する情報には、業務日程関連情報、仕事に関する情報と業務参与者に対する情報のうち
１つ以上の情報が含まれ得る。
【００９４】
業務処理装置１１０は、業務生成者の端末１２０ａの要請に相応し、循環的業務処理客体
を生成することができる（Ｓ６０５）。即ち、業務処理装置１１０は１つ以上のユーザが
参与し、業務日程の開始日と締切日のうち１つ以上に対する情報を含み、前記業務日程内
に遂行される１つ以上の仕事の内容を含む循環的業務処理客体を業務生成者の要請によっ
て生成することになる。
【００９５】
そして、ここで、循環的業務処理客体を介して遂行される仕事の担当者は、第１ユーザで
あると仮定する。従って、業務日程が開始され、仕事が進行されると、該当循環的業務処
理客体の担当者は第１ユーザに設定される。担当者は、業務生成者が指定し得る。
【００９６】
即ち、業務処理装置１１０は、業務生成者の端末１２０ａから第１ユーザを循環的業務処
理客体の担当者に指定するためのユーザ信号を入力されることができる。また、業務処理
装置１１０は、第２ユーザを第１ユーザの次の担当者に指定するためのユーザ信号もやは
り入力されることができる。
【００９７】
ここで、第２ユーザを担当者に指定するためのユーザ信号は、業務生成者の端末１２０ａ
又は第１ユーザ端末１２０ｂから入力されることができる。もちろん、別の実施例では、
担当者の指定に対する権限を有する第３ユーザから担当者の指定のためのユーザ信号を入
力されることもできる。
【００９８】
また、第２ユーザを担当者に指定する時期は、循環的業務処理客体の生成時、仕事の生成
時、第１ユーザが担当者に設定される期間が終わる時点等、その時期に制限がない。
【００９９】
第１ユーザが担当者に指定されると、担当者の端末である第１ユーザの端末１２０ｂに仕
事と関連した報知信号が送信できる（Ｓ６１０）。第１ユーザが担当した仕事に対する報
知信号は、該当仕事が進行中であるか、第１ユーザが担当者に指定されている間に第１ユ
ーザの端末１２０ｂに送信できる。
【０１００】
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仕事と関連した報知信号は、同時に該当仕事が含まれた循環的業務処理客体と関連した報
知信号であり得る。ここで、報知信号とは、特定のユーザが仕事の担当者に指定されたこ
とを知らせる担当者指定の報知信号、担当した仕事又は循環的業務処理客体と関連し、他
のユーザから受信されたメッセージまたはチャットメッセージ等であり得る。
【０１０１】
また、仕事又は循環的業務処理客体に対してアップデートが発生した場合、該当アップデ
ートに対する情報、例えば、誰がどんな内容のアップデートをしたか等が報知信号として
ユーザに提供できる。
【０１０２】
そして、仕事の遂行が周期的又は繰り返してノートを作成するか、特定のファイル客体を
追加、修正又は補完する等ファイル客体をアップデートするものである場合、特にこのよ
うなアップデートに周期や期限が存在する場合、アップデートの周期又はアップデートの
期限が到来することを知らせるリマインダーもやはり、報知信号に含まれ得る。
【０１０３】
ここで、仕事と関連した報知信号は、チャットルームを介して送信できる。第１ユーザ又
は第２ユーザが循環的業務処理客体の担当者に指定された期間の間、該当循環的業務処理
客体と関連して発生する報知信号は、担当者の端末へ送信される。また、このような報知
信号は、循環的業務処理客体の独立的又は従属的なチャットルームを介して送信できる。
【０１０４】
ここで、チャットルームは、該当担当者が参与しているチャットルームであって、循環的
業務処理客体に関連して従属したチャットルームであってもよく、循環的業務処理客体と
独立した別のチャットルームであってもよい。業務処理装置１１０は、１つ以上のユーザ
が参与し、循環的業務処理客体と関連したチャットルームを生成することができる。
【０１０５】
循環的業務処理客体と別に生成されたチャットルームを便宜上独立的チャットルームと称
するようにする。業務処理装置１１０は、１つ以上のユーザが参与する独立的チャットル
ームを生成することができる。独立的チャットルームは、循環的業務処理客体と別に生成
でき、循環的業務処理客体より先に生成されたものであることもある。本発明の実施例で
、循環的業務処理客体は、独立的チャットルーム内でチャットメッセージとして送信でき
る。
【０１０６】
また、独立的チャットルームを介して送信された循環的業務処理客体と関連した報知信号
が発生した場合、独立的チャットルーム内で循環的業務処理客体が送信された以降に発生
した報知信号やメッセージもやはり、独立的チャットルームを介して送信可能である。
【０１０７】
循環的業務処理客体の報知信号の送信のための独立的チャットルームのアクセス経路やチ
ャットルームの識別情報を循環的業務処理客体に保存できる。
【０１０８】
また、独立的チャットルームに参与するユーザには、それぞれのユーザによりまだ読み出
していない報知信号の数、即ち、報知信号の未読数を各ユーザ別に算出して提供できる。
ここで、循環的業務処理客体と関連した報知信号やメッセージは、例えば、該当ユーザが
循環的業務処理客体の担当者に指定された場合に送信される担当者報知信号、循環的業務
処理客体と関連して送信されたチャットメッセージや入力されたノート、業務の完了を確
認しているか、完了した業務に対する確認を要請するユーザ信号等が含まれ得る。
【０１０９】
ここで、担当者は、仕事又は循環的業務処理客体又は独立的又は従属的チャットルームに
参与するユーザグループ内にサブグループを生成することができる。即ち、サブグループ
とサブユーザがユーザグループ内に生成できる。サブグループに含まれるユーザは、サブ
ユーザと称してもよい。即ち、ユーザのうち担当者が管理するサブグループに含まれ、該
当担当者に従属されるサブユーザがユーザ又は担当者により指定可能である。
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【０１１０】
サブユーザは、該当サブユーザが所属しているサブグループを管理する担当者が現在担当
している仕事に関するノートを生成したり作成できる権限をさらに有し得る。
【０１１１】
また、サブユーザは、該当サブユーザが所属しているサブグループを管理する担当者又は
他のサブユーザが現在担当している仕事に関して作成したノートを修正したり編集できる
権限をさらに有し得る。
【０１１２】
また、業務処理装置１１０は、ユーザがまだ確認したり読み出していない報知信号やメッ
セージの数をユーザ別に算出し、各ユーザに提供できる。読み出していない報知信号等は
、独立的チャットルームを介して送信されたが、まだユーザ端末１２０のディスプレイ部
を介して出力されていない報知メッセージの数であることがあり、ユーザが該当チャット
ルームにアクセスして該当チャットルームをオープンする前まで累積した未確認メッセー
ジの総合であり得る。
【０１１３】
ここで、ユーザには該当循環的業務処理客体の担当者であるユーザと担当者以外の業務参
与者であるユーザとがあり得る。本発明の実施例では、担当者に提供する報知信号の未読
数と、前記担当者を除いたユーザに提供する報知信号の未読数は、色相、大きさ、フォン
ト、明るさのうち１つ以上を異なって表示して提供できる。
【０１１４】
従って、ユーザは、報知信号の未読数が提供される表示様式に応じて、累積した未確認メ
ッセージが担当した仕事に関するものであるか、担当ではないが、参与中の仕事に関する
ものであるかを直観的に認知できる。
【０１１５】
担当者と担当者ではないユーザは、その他にも様々な権限の設定においても異なる部分が
あり得る。
【０１１６】
例えば、担当者は、現在担当している仕事に関してノートを生成したり修正することがで
きる権限を有し得る。また、循環的業務処理客体に参与するユーザのうち、担当者を除い
た残りのユーザは、担当者が生成したノートを照会できる権限を有し得る。即ち、修正編
集の権限は、担当者以外には許容されないことがある。このように、担当者と一般ユーザ
又は担当者を除いた業務参与者は、担当者とノートの作成やアクセスにおいても異なる権
限を有し得る。
【０１１７】
一方、業務処理装置１１０は、循環的業務処理客体に関連して従属されるチャットルーム
も生成できる。従属的チャットルームを介しても、担当者及び業務参与者を含むユーザが
チャットに参与できる。
【０１１８】
業務処理装置１１０は、チャットルームを介して提供されるユーザインターフェースを生
成してユーザ端末に提供できる。ユーザインターフェースを介して、ユーザは循環的業務
処理客体の生成、処理、循環的業務処理客体と関連したユーザ信号を入力することができ
、ユーザインターフェースを介して循環的業務処理客体と関連した報知信号やメッセージ
等を提供されることができる。
【０１１９】
ここで、該当循環的業務処理客体のユーザインターフェースを介して、業務処理装置１１
０は、業務生成者から循環的業務処理客体の生成のためのユーザ信号を入力され得る。こ
こで、循環的業務処理客体は、ユーザのユーザインターフェース生成要請信号により生成
できる。
【０１２０】
また、従属的チャットルームでも、循環的業務処理客体がチャットメッセージの一つに送
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信されることができる。このような場合、該当従属的チャットルームに参与するユーザは
、循環的業務処理客体にも参与するように設定できる。即ち、従属的チャットルームの参
与可否によって、循環的業務処理客体へのアクセス権限が制御でき、循環的業務処理客体
の業務参与者には従属的チャットルームへのアクセス権限が許容できる。
【０１２１】
業務処理装置１１０は、従属的チャットルームに参与するユーザにそれぞれのユーザによ
りまだ読み出されていない報知信号の数をユーザ別に算出して、それぞれのユーザに報知
信号の未読数を提供することができる。その際、業務処理装置１１０は、担当者に提供さ
れる報知信号の未読数と、該当担当者を除いた残りのユーザに提供する報知信号の未読数
が、色相、大きさ、フォント、明るさのうち１つ以上が異なって表示できる。
【０１２２】
以降、第１ユーザが担当している仕事は、第１ユーザ及び／又は他の業務参与者のうち少
なくとも一部により、指示内容に相応して適切に処理されることができ、仕事が処理また
は完了したことを第１ユーザの端末１２０ｂが確認することができる（Ｓ６１５）。
【０１２３】
　第１ユーザ端末の確認又は決裁によって、該当仕事は終了することになり、業務処理装
置１１０も、該当仕事の終了を認知することができる（Ｓ６２０）。また、業務日程内の
次の仕事が開始され、仕事の変更に相応して循環的業務処理客体の担当者も変更される。
【０１２４】
図６を参照として説明する実施例で、担当者は第２ユーザに変更される。第１ユーザが担
当者として担当している１つの仕事が完了すると、業務処理装置１１０は、ユーザのうち
他の仕事を担当するように指定された第２ユーザに前記担当者を変更することができる。
【０１２５】
即ち、一番目の仕事が終了することにより、業務生成者又は第１ユーザは循環的業務処理
客体の二番目の担当者を第２ユーザに変更されるように設定できる。
【０１２６】
業務処理装置１１０は、第１ユーザが担当している仕事が完了すると、循環的業務処理客
体の担当者を第１ユーザから第２ユーザに変更できる。その際、第１ユーザが担当してい
る仕事が完了すると、第１ユーザから該当仕事の完了を知らせるユーザ信号を入力される
ことができる。或いは、第１ユーザが担当している仕事が完了すると、第１ユーザから担
当者の変更を要請するユーザ信号を入力されることができる。この場合、業務処理装置１
１０は、第１ユーザのユーザ信号に相応して、循環的業務処理客体の担当者を変更するこ
とができる。
【０１２７】
そして、循環的業務処理客体の担当者が変更されると、業務処理装置１１０は、新たに変
更された担当者である第２ユーザに担当者指定の報知信号を送信することができる。
【０１２８】
また、変更された担当者情報を業務処理装置１１０が循環的業務処理客体に保存すること
ができる（Ｓ６２５）。
【０１２９】
循環的業務処理客体の二番目の仕事が開始され、担当者が第２ユーザに変更されると、該
当仕事に対する報知信号等は第２ユーザ端末１２０ｃに送信されることができる（Ｓ６３
０）。
【０１３０】
業務日程内で二番目に進行される仕事の担当者である第２ユーザは、該当仕事を処理する
か、第２ユーザ及び／又は他の業務参与者のうち少なくとも一部が遂行した仕事の処理結
果を確認することができ、二番目の仕事が完了したことを確認することができる（Ｓ６３
５）。
【０１３１】
また、二番目の仕事も全て完了し、これ以上遂行される仕事が残っていなければ、第２ユ



(17) JP 2021-125247 A 2021.8.30

10

20

30

40

50

ーザは業務生成者を担当者に指定されるように要請でき、設定又は要請によって業務生成
者が新たな担当者に指定される（Ｓ６４０）。
【０１３２】
業務処理装置１１０は、第１ユーザが担当者に指定された以降に業務生成者が再度循環的
業務処理客体の担当者に指定されると、循環的業務処理客体の業務日程を終了することが
できる。但し、実施例に応じては、業務生成者の担当者の設定時から実際の業務日程の終
了前まで仕事等に対する業務生成者の確認又は評価過程が追加できる。
【０１３３】
業務処理装置１１０は、循環的業務処理客体に担当者の変更とそれぞれの仕事別の担当者
情報、又は仕事の処理結果等に対するアップデートされた内容を保存することができる（
Ｓ６４５）。
【０１３４】
業務処理装置１１０は、業務生成者が再度該当循環的業務処理装置の担当者に指定される
か、仕事の処理が全て完了したことを知らせることができる（Ｓ６５０）。業務生成者の
確認があった後、循環的業務処理客体の業務日程は終了できる（Ｓ６５５）。
【０１３５】
即ち、業務生成者の要請による循環的業務処理客体の生成及び業務日程の開始された後か
ら、第１ユーザが担当者に指定された後に業務生成者が循環的業務処理客体の担当者に指
定されると、業務処理装置１１０は業務生成者の端末１２０ａから循環的業務処理客体の
業務日程を最終的に終了するか、終了可否を決定するユーザ信号を入力されることができ
る。業務生成者の端末１２０ａから業務日程を終了するためのユーザ信号が入力される場
合、業務処理装置１１０は業務日程を最終的に終了できる。
【０１３６】
反面、業務日程を終了しない場合、即ち、業務生成者の端末１２０ａから業務を終了せず
に、さらに進行するというユーザ信号を入力されるか、業務を終了することを内容とする
ユーザ信号を入力できていない場合、業務処理装置１１０は業務日程を終了しないことが
ある。
【０１３７】
この場合、業務生成者は、次の担当者を再指定し、他の仕事がさらに遂行されるようにす
ることができ、業務の終了を延期し、業務進行期間を延長することができる。
【０１３８】
図７及び図８は、本発明の実施例に係り、チャットルーム７００、８００を介して提供さ
れる循環的業務処理客体を例示した図である。
【０１３９】
図７を参照すると、循環的業務処理客体に関連して生成された従属的チャットルームを示
す。従って、ここで、チャットルーム７００は、循環的業務処理客体に従属されたチャッ
トルームであり得る。図７に示すチャットルームには、循環的業務処理客体の内容、即ち
、生成された業務日程により処理される全体業務の業務名７１０、業務日程７２０、及び
該当業務日程内に遂行されなければならない１つ以上の仕事の仕事内容７３０がチャット
ルーム７００の上端に表示され得る。
【０１４０】
従属的チャットルーム７００には、循環的業務処理客体の業務参与者のリスト７４０もや
はりチャットルームに共に表示され得る。循環的業務処理客体の業務参与者は、従属的チ
ャットルームに対しても、チャット参与者として同じ権限を維持することができる。
【０１４１】
チャットルーム７００を介しては、チャットメッセージ７５０が送信でき、このようなチ
ャットメッセージは、ユーザにより読み出される前まで未確認メッセージとして未読数の
算出時にカウントされる。この場合、現在進行中の仕事を担当している循環的業務処理客
体の担当者に表示される未読数と、担当者を除いた業務参与者又はチャット参与者に表示
される未読数は、フォント、強調、色等が異なる様式で表示され得る。



(18) JP 2021-125247 A 2021.8.30

10

20

30

40

50

【０１４２】
これ以外にも、チャットルーム７００は、メッセージ入力窓７７０を介してチャットメッ
セージを入力し、仕事生成ボタン７６０を介してチャットルーム上で仕事を生成する機能
を提供することができる。また、これ以外にも、ユーザはチャットルームを介して循環的
業務処理客体、又はこれに含まれた仕事と関連したイメージや文書ファイルを送信または
閲覧できるその他のインターフェース７８０、７９０を提供されることができる。
【０１４３】
図８を参照すると、循環的業務処理客体と関係なく生成された独立的チャットルーム８０
０が図示される。
【０１４４】
独立的チャットルーム８００にも循環的業務処理客体の業務参与者のリスト７４０がチャ
ットルームに共に表示され得る。この場合、循環的業務処理客体が送信された独立的チャ
ットルーム内のチャット参与者は、該当循環的業務処理客体に対する業務参与者と同じ権
限を有し得る。
【０１４５】
チャットルーム８００を介してチャットメッセージ８１０が送信でき、このようなチャッ
トメッセージは、ユーザにより読み出される前まで未確認メッセージとして未読数の算出
時にカウントされる。この場合、現在進行中の仕事を担当している循環的業務処理客体の
担当者に表示される未読数と、担当者を除いた業務参与者又はチャット参与者に表示され
る未読数は、フォント、強調、色等が異なる様式で表示され得る。
【０１４６】
図８に示すチャットルーム８００には循環的業務処理客体８２０が１つのチャットメッセ
ージのように送信でき、該当業務日程内に遂行されなければならない１つ以上の仕事の仕
事内容等の循環的業務処理客体と関連した情報がチャットメッセージのように表示され得
る。
【０１４７】
また、循環的業務処理客体を介した業務進行の便宜のために、循環的業務処理客体専用の
ユーザインターフェース８３０がチャットルーム８００を介して提供できる。ユーザイン
ターフェース８３０を介して業務参与者は仕事の処理内容を確認又は閲覧するか、仕事に
より指示された内容を処理するために、ユーザインターフェース８３０を介してユーザ信
号を入力することができる。
【０１４８】
また、ユーザインターフェース８３０を介してファイルをアップロードすることができ、
仕事の処理や遂行が完了した場合、完了ボタンを介して該当仕事が完了したことを知らせ
るユーザ信号を入力することもできる。また、ノートやチャットメッセージを介して指示
された内容を遂行するか、これに対するフィードバックを入力する際にも、ユーザインタ
ーフェース８３０を介して入力が可能である。
【０１４９】
これ以外にも、独立的チャットルーム８００がメッセージ入力窓７７０を介してチャット
メッセージを入力し、仕事生成ボタン７６０を介してチャットルーム上で仕事を生成する
機能を提供することができることはもちろんである。
【０１５０】
前記では、本発明の好ましい実施例を参照として説明したが、該当技術分野の熟練した当
業者は、下記の特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から外れない範囲内で
、本発明を様々に修正及び変更させることができるということを理解するはずだ。
【符号の説明】
【０１５１】
１００　統合業務支援システム
１１０　業務処理装置
１２０　ユーザ端末
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１２０ａ　業務生成者の端末
１２０ｂ、１２０ｃ　担当者の端末
２１０　プロセッサ
２２０　メモリ
２３０　ユーザ入出力部
２４０　ネットワーク入出力部
３１０　業務管理情報処理部
３２０　業務日程生成部
３３０　仕事管理部
３４０　循環的業務処理客体管理部
７００、８００　チャットルーム
７１０　業務名
７２０　業務日程
７３０　１つ以上の仕事
７４０　業務参与者のリスト
７５０　チャットメッセージ
７６０　仕事生成ボタン
７７０　メッセージ入力窓
７８０、７９０　インターフェース
８１０　チャットメッセージ
８２０　循環的業務処理客体
８３０　ユーザインターフェース
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